
山形県糖尿病療養指導士会 

第 27回看護分会―研修会 
令和元年12月 15日（土）13：15～16：45  山形ビッグウィング 

テーマ：看護師が行う糖尿病療養指導 

目的：患者さんに糖尿病を正しく理解していただくための工夫とその評価について学び、 

自身の糖尿病療養指導に活かす。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   代表・企画責任者：小林 麗子 

共催 ：山形県糖尿病療養導士会 

   日本糖尿病教育・看護学会 

 ノボ ノルディスク ファーマ株式会社 

《プログラム》 

          司会進行 山形県立保健医療大学 看護師 佐藤 志保さん 

13：15 開会のことば        山形市立病院済生館 看護師 石山 由紀子さん 

13：20 講義「糖尿病療養指導の基本」 

～糖尿病療養指導ガイドブック 2019を復習しよう～ 

講師 山形県立新庄病院 看護師 加藤 智華さん  

休憩（10分間） 

14：25 実践発表「私はこんな糖尿病教室をやってます」 

「私が行っている糖尿病教室 ～教育媒体を使っての低血糖指導とフットケア～」     

山形県立中央病院 看護師 佐々木 睦美さん           

「おうちでの生活、こんな時どうしよう？ シックデイ plus」 

公立置賜総合病院 看護師 小林 麗子さん 

「患者会で行った糖尿病教室 ～冬場の過ごし方編～」 

山形大学医学部付属病院 看護師 工藤 真実さん 

休憩（10分間） 

15：40 講義「患者さんや参加者の心をつかむアイスブレイクと言葉」 

講師 南陽矢吹クリニック 看護師 井渕 奈緒美さん 

16：30 意見交換「糖尿病療養指導、こんなことがやれる！やりたい!!」 

16：40 まとめ             山形県立新庄病院 看護師 加藤 智華さん  

16：45 閉会のことば          寒河江市立病院 看護師 渡辺 ひろみさん 


